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野辺山の重要性 3

観測
利用者

35 件、2378 時間 (179名, 39機関, 10 ヵ国)
観測所収入 19,195 千円

UM slide:  https://www2.nao.ac.jp/~eaarc/Meetings/ALMAUM2023/presen/nroum.20231221.pdf

開発利用 9 件が進行中
https://www.nro.nao.ac.jp/~nro45mrt/html/develprop/

論文数 35 編の英文査読論文
https://www.nro.nao.ac.jp/~nro45mrt/html/publications/#2023

教育
博士取得 :     2 名/年 (過去 5 年平均)

修士取得 :   6.6 名/年 (過去 5 年平均)

プレスリ
リース

4件

見学者 3,9217 人

2023年度データ https://www.nro.nao.ac.jp/news/2024/0411-data.html



付録 : 学位取得数の推移
4

https://www.nro.nao.ac.jp/~nro45mrt/html/publications/thesis/

• 記入漏れがあれば、お知らせく
ださい！
• 45m 望遠鏡を利用した学位論文が対象です



野辺山の立ち位置 5

• 経験の場： 自由な発想、挑戦、失敗
• 次世代を担う人材育成に不可欠
• 45m 鏡を失うわけにはいかない

• 45m 鏡の維持条件
• 3 つの指標 (観測時間、論文数、学位論文数) を高水準に維持する
• ユーザーの大半を占める科学観測ユーザーの、生産性を上げる事が最重要

• 開発プログラムの位置付け
• 45m の性能を向上する新たな基幹装置を作ってもらいたい…! (ホンネ)
• でも、電波天文開発をする人口が少ないのが問題では？まずは、自由な観点で開発に取り組
んでもらい、関連人口が増えることが重要では。幸い 45m は空きポートが残っている。



個人的な野望 6

7BEE・eQ の供用
7BEE の分光計拡張
技術
• RFSoC RS
サイエンス
• 多輝線広域サーベイ
• 銀河面ガスの密度化学進化
タイムライン
• 1-2年) 7BEE・eQ を供用開
始する。

• ~5年) 分光計を拡張する。学
術変革に申請中 (領域代表：
富田賢吾 [東北大学] 研究代
表：徳田一起 [九州大学])。
5年程度での供用開始を目指
す。

150/230 GHz 対応
技術
• 主鏡の能動光学補正
サイエンス
• ng-EHT との結合
• 8” 分解能の実現
• メーザーの理解
タイムライン
• ~5年) 150 GHz受信機を搭
載し主鏡性能を確認する。
NOCTURN 基盤S 申請中。

• ~10年) 鏡面計測を実用化
し、動的補正により
230GHz 観測を実現する。

超多素子ミリ波受信機
技術
• RF 回路の高密度実装
• 低コストバックエンド
サイエンス
• 星間ガス質量の精密定量
• 銀河ガス循環の理解
タイムライン
• 5-10年) 20素子受信機
を試作する

• 10-15年) 100素子受信
機を実現する

~5年程度 ~5-10年程度

Tamura+2020, SPIE

MAO

Nishimura+2022, SPIE

Photogrammetry

~10-15年程度

Shan+
2020, IEEE

Nishimura+2021b, 
PASJ



観測所のリソース：敷地 7

Google map



観測所のリソース：45m 望遠鏡 8

TZ

7BEE

Z45eQ

FOREST

2階
筑波カメラ

氏原
今井



観測所のリソース：人的リソース 9

• 観測所には人的リソースの余剰は無いとお考えください
• 現存する人員

• アンテナグループ :  2 名
• 受信機グループ :   3 名
• 計算機グループ :  専任は 0 名、(実務は立松、西村が実施)
• 工作室 :  0 名
• 計算機、工作室の作業人員は、必要に応じて、都度、外部への発注が必要です

• 装置搭載時などの一時的なサポートは、これまで通り継続しますが、余裕を
持って観測所と調整してください


